
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊
急
連
絡
カ
ー
ド
に
つ
い
て 

●
保
管
場
所
は
？ 

冷
蔵
庫
は
ど
の
家
庭
に
も
あ
る
た
め
、
冷
蔵
庫

の
ド
ア
に
貼
っ
て
い
る
地
域
や
す
ぐ
電
話
を
か

け
ら
れ
る
よ
う
に
電
話
横
に
貼
っ
て
い
る
地
域

が
あ
り
ま
す
。
他
の
市
町
村
で
は
、
冷
蔵
庫
の
中

に
入
れ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。 

 

※
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
は
、
対
象
者
の
情
報
、
家

族
な
ど
の
緊
急
連
絡
先
、
町
内
会
長
な
ど
の
地

域
関
係
者
の
連
絡
先
を
記
入
し
た
も
の
で
す
。 

   

支
え
合
い
マ
ッ
プ
に
つ
い
て 

●
「
見
守
る
方
」
の
選
任
、
指
名
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
？  

町
内
会
長
、
民
生
委
員
、
愛
育
委
員
な
ど
の
地
域
役
員
が
選
任
さ
れ
て
い
る
地
域
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
見
守
り
が
必
要
な
方
の
近
所
の
方
を
選
任
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。 

 

●
マ
ー
ク
の
仕
方
な
ど
、
細
か
く
分
け
る
方
法
を
知
り
た
い
。 

多
く
の
地
域
で
は
、
独
居
高
齢
者
、
高
齢
者
夫
婦
、
障
害
が
あ
る
方
な
ど
で
分
け
て
い
る

地
域
が
多
い
で
す
が
、「
日
中
独
居
」「
六
十
五
歳
未
満
の
単
身
者
」「
妊
婦
」「
空
き
家
」

な
ど
で
分
け
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。 

 

※
支
え
合
い
マ
ッ
プ
は
、
地
域
の
社
会
資
源
（
人
、
物
、
場
所
）
や
隣
近
所
の
関
係
性
な
ど

を
地
図
上
に
落
と
し
、
現
状
を
把
握
す
る
取
り
組
み
で
す
。 

 

令
和
六
年
三
月
二
十
三
日
、

「
第
七
回
小
地
域
ケ
ア
会
議

交
流
会
」
を
開
催
し
、
五
十
二

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

美
作
大
学
生
活
科
学
部
社

会
福
祉
学
科
の
小
坂
田
稔
教

授
よ
り
「
見
守
り
の
必
要
性
と

小
地
域
ケ
ア
会
議
の
役
割
」
と

題
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。 ま

た
、
今
回
の
交
流
会
で

は
、
津
山
市
内
の
小
地
域
ケ
ア

会
議
か
ら
生
ま
れ
た
「
見
守

り
」
に
関
す
る
活
動
に
つ
い
て

展
示
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、
「
他
地
域
の
取
り
組
み
が

よ
く
わ
か
っ
た
。
」「
参
考
に
し

た
い
取
り
組
み
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
。
」
な
ど
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。 

 Vol.２０ 

令和 6年（2024） 

4 月 25 日発行 

～
展
示
物
を
見
て
地
域
の
方
か
ら
い
た
だ
い
た
質
問
～ 

 

東
津
山
支
部
で
は
、
カ
ー
ド
の

更
新
時
に
対
象
者
の
自
宅
に
訪

問
し
、
見
守
り
活
動
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。
実
際
に
、
緊
急
時
に

カ
ー
ド
を
活
用
し
早
期
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ご
出
席
の
皆
様
、
ま
た
展
示

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
支
部

の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区担当者 担当支部 地区担当者 担当支部 

（東部） 

杉本・坂手 

福南・成名・高野 

広野・大崎・河辺 

（中央部） 

古山・坂手 

東津山・林田・城東 

西苫田・城北 

（西部） 

檜尾・松本 

城西・西苫田・二宮 

院庄・田邑 

（加茂・阿波） 

後藤 

上加茂・新加茂・西加茂 

東加茂・阿波 

（南部） 

河本・藤山 

鶴城・中央・城西 

佐良山・福岡・城南 

（勝北） 

佛崎 

新野東・新野中央山形 

日本原・広戸西・広戸東 

勝加茂西・勝加茂東 

（北部） 

（林・松本） 

西苫田・東苫田・神庭 

滝尾・一宮・高田・高倉 

（久米） 

藤原 

大井西・大井東・大倭 

久米・倭文東・倭文中 

今年度もよろしく 

お願い致します。 

令和 6 年（2024）4 月 25 日 笑地域つうしん 

＜令和６年度 地域担当職員一覧＞ 

   問い合わせ先（発行元） 
〒708-0004 津山市山北 520（津山市役所 1階） 

津山市地域包括支援センター （担当：藤山・松本） 

TEL：0868-23-1004 FAX：0868-23-1005 

九
十
歳
以
上
高
齢
者
訪
問
に
つ
い
て 

●
九
十
歳
以
上
を
対
象
に
し
た
理
由
は
？ 

●
ア
ン
ケ
ー
ト
の
更
新
は
し
ま
す
か
？  

〈
院
庄
支
部
の
方
よ
り
〉
ま
ず
は
九
十
歳
以
上
を 

対
象
に
し
、
少
し
ず
つ
対
象
を
広
げ
た
い
。
ア
ン 

ケ
ー
ト
の
更
新
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
を
変
え
ず
、 

必
要
に
応
じ
て
更
新
し
て
い
く
予
定
。 

 

〈
田
邑
支
部
の
方
よ
り
〉
院
庄
支
部
の
取
り
組
み 

を
参
考
に
、
九
十
歳
以
上
か
ら
始
め
て
い
る
。
状 

況
は
変
化
し
て
い
く
た
め
、
継
続
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト

の
更
新
も
行
い
た
い
。 

 

※
九
十
歳
以
上
高
齢
者
訪
問
は
、
院
庄
支
部
、 

田
邑
支
部
独
自
の
取
り
組
み
で
す
。 

世
帯
票
に
つ
い
て 

●
更
新
は
い
つ
行
い
ま
す
か
？ 

世
帯
の
状
況
は
、
随
時
変
わ
る
た
め
、

一
年
に
一
回
、
ま
た
は
二

，
三
年
に

一
回
な
ど
定
期
的
に
更
新
さ
れ
て
い

る
支
部
が
多
い
で
す
。 

 

※
世
帯
票
は
、
各
世
帯
の
家
族
構
成

や
生
年
月
日
、
緊
急
連
絡
先
な
ど

を
記
入
し
た
台
帳
の
こ
と
で
す
。 

そ
の
他
に
も
「
外
出
時
に

携
帯
で
き
る
緊
急
連
絡
カ

ー
ド
。
持
ち
歩
き
は
た
い

へ
ん
よ
い
。
」「
黄
旗
の
効

果
と
し
て
、
高
齢
者
が
家

を
空
け
る
時
、
近
隣
に
一

声
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
大
き
な
成
果
だ
と
思

う
。
」
と
い
っ
た
感
想
も

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

大
井
東
支
部
で
も
、
緊
急

時
に
世
帯
票
を
活
用
し
、

ス
ム
ー
ズ
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 


